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TennesseeWilliamsとArthurMiller

と の 比 較

柴 田 み ど り

ア メ リカの演劇 は1920年 代 か ら30年 代 におい て突 如黄金 時代 をむか え

た。EugeneO'Neill(1888～1953)を 初 め として,こ の時 期 には数 多 く

の秀 れ た劇作家 た ちを輩 出 し,従 来 のア メ リカの演劇 の主 流 であ った「良

く仕組 まれ た芝 居」に対 して も,「 真 面 目な」演劇 とい う新 しい伝統 を造

り上 げ たのであ る。第2次 大戦 後に おいて も,Broadwayの 主 流は 「良

く仕組 まれた」メロ ドラマ と,急 激 に完 成 して きたいわゆ る"musicals"

と呼 ばれ る音 楽劇で あ ったが,「 真 面 目な」演劇 を守 ろ うとす る努力 は常

にお こなわ れ続 けた。幸 い なこ とに,戦 後,TennesseeWi11iams(1914

～)とArthurMiller(1915～)と い う2人 の秀 れ た劇 作 家が出現 して

0'Neil1以 来 の ア メ リカの演劇 の 「真面 目な」伝 統 が うけつ がれ る ことに
　　

な った。

MillerのDeathofaSalesman(1949)は 戦 後の戯 曲の中 で も傑 出 した

ものの1つ であ り,定 評 を得 て い る。何 がそ れほ どに この作 品を世界 の

戯 曲界 の問題 と したか と言 えば,そ れは社会 と個 人 との永遠 の課題 に対

して作者 の熱情 が燃 え たぎ り,戯 曲界 にお いて今 日で は稀 に しか発見 さ

れ ない 「悲 劇」の高 さ まで高揚 し得 たか らにほか な らない。彼の作劇上,

師 と仰 ぐものは,イ プセ ン劇 であ り,ギ リシ ャ劇 で あ る。 今 日に生活す

る者 として の意 欲 と正義 観 を い か に戯 曲作 品 の中 に盛 りこむ か を,

HenrikIbsen(1828～1906)に 学 んで いる。 そ して人 間の 本体 と劇 的 な

本質 をギ リシャ劇 に学 ぽ うとす る。

MillerのAllMySon(1947)は,成 功 した実業家JoeKellerが 犯 し

た不正 が,社 会的 に どの よ うな意 味 を もつ か,社 会 の中の個 人の倫理 を

22



追究 した作 品 であ る。Kellerは,戦 時 中,戦 闘機 の部 品 を作 る会 社 を経

営 し,不 良 品で あ る ことを承 知で,製 品 を納 入 した。 その ため に21機 が

墜落 し,若 いパ イ ロッ トた ちの生 命 を奪 った。しか し彼 はそ の責任 をパ ー

トナーのSteveに な す りつ け,自 分 は罪 をた くみにの がれ た。事 件後3

年 半 を経 て,Steveの 息 子 と自分 の次男 の追 究 に よって,自 分 が犯 した罪

の社会的 な意 味 を 自覚 してい く。 しか も戦争 で行方不 明 とな って いた と

信 じてい た長 男 が,実 は父 の不正 を知 って,自 ら問題 の欠陥機 に乗 って

死を選 んだ ことを知 り,Joeは 全 ての真相 を告 白 して自殺をす るので あ

る。

Millerは この劇 で,個 人 とそ の家族 の幸福 だ けを望 む小市民Joeを

描 いて,人 間 が社会 に住む個 人 としての倫 理 を もた ないか ぎ り,個 人 の

幸福 も倫理 も存 在 しえ ない ことを書 いてい る。 この よ うな社会へ の強 い

意識 はMillerの 特 色 であ り,後 に発表 され るTheCrucible(1953),

AnEnemyofthePeople(1951)(イ プ セ ンの劇 を書 き直 した もの)な ど

には明確にそれ が あ らわれて い る。

DeathofaSalesmanは,社 会 派 として 出発 したMi11erら し く,資 本

主義社会 にお いてそ の犠 牲 となった一 人 の老 セ ールスマ ンの悲劇 を書 い

た と考 え るこ とがで き る。しか し同時 にそれ は一 人 の夢 想 家(Dreamer)

と してのWillyLomanが 現 実 との悪戦苦 闘 に破れ た悲劇 として も考 え

る ことがで きる。 この よ うな二 重 の意 味 が この劇 を単 な る社会的 な ドラ

マに終わ らせず,現 代 の悲劇 の位置 を得 させ よ うとしてい るのであ る。

Willyは 年 老 いて,す でに販売 の成績 は上 が らず,売 上 げ の歩 合い金

を,隣 人のCharleyか ら毎週借 りて,妻 の手前 を ごまか さね ばな らない。

しか し彼 は現 実 を しっか りと見つめ ることはで きない。現 実 はそ れほ ど

に,彼 を裏切 った とも言 える。フッ トボールの花形 であ った息 子Billは

高校 の卒 業試験 に落 ち,始 末 をたのみ に旅先 の父親 の もとに駆 けつ けた

時,ホ テル の父 の部屋 に下着一枚 の女 がいた のをみて し まった。 そ して

Biffは 盗 癖 のため一 生を棒 にふ った。かつて はNewEnglandを とびあ

るいたWilly自 身 も,も うだれ も相手 に して くれ ない。話術 と人間的 な
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魅 力で物を売 る時 代 では ない。彼 は もう用 の ない存在 にな って しまった

のであ る。隣 人Charleyが 忠 告す るよ うにWillyは 自分 の現実 を まと

もにみつめ て新 しい生活 をすべ きなので あ るが,彼 は人生 に おける失 敗

者 として は ど うして も自分 を見 るこ とがで きない。 この よ うな現実遊離

は息子 たちへ の期 待 にも あ らわ れ てい る。 盗癖 の ため人 生 に落伍 した

Biffに も彼 は過 大 な期待 をか け,Biffと 争 わね ば ならない し,利 己主義

で軽薄 なHappyに 期 待 を して,裏 切 られ るこ とに なる。 だがWillyも

現 実 と対決せ ざるを得 な くなる。 生活 のため に,社 長 と会 って内勤 の仕

事 を要求 した とき,彼 は会社 には も う不要 であ る とい う現 実 をつ きつけ

られ る。それ ぼか りかBillと の 口論 で,Biffの 人 生落 伍 の根本 に 自分 の

犯 した不 貞の罪 があ る とい うこ とを認めね ぽ ならない。WillyはBiffと

の 激 しい対話 でBiffの 愛 情 を感 じ とるが,同 時 に,現 実 に無用 にな った

自分 に で きるこ とは保険金 を 目あてに死 ぬ こと しかない と悟 る。 そ して

彼 は 自動車 を駆 って 自殺す るので あ る。

Willyの 生 涯 は ま さに現代社会 に おける悲劇 であ る。彼 は決 して英雄

では ないが,そ の夢 のため に,常 に現実 に挑 戦 して きて,そ して もろ く

も敗れ去 ってい くのであ るが,そ の死 には深い感動 が あるので ある。

ArthurMillerとTennesseeWilliamsは,ほ ぼ 同 じ世 代の作家 とし

て,ま たほぼ時 を 同 じうして 発表 したので,よ く比較 ・対 照 され て きた

が質的 にはかな り違 ってい る。

DeathofaSalesmanの 主 人公WillyLomanとAStreetcar1丶Tamed

Desire(1947)の 女主 人公BlancheDuboisと を 比較す るこ とに よっ

て,Millerの 描 く人間像 とWilliamsの 描 くそれ とを比較 す る ことがで

きよ う。両者 とも一 口で言 えば,現 代社会 に適応 して ゆけ ない人間 なの

であ る。 この2人 が2人 と も現 代社会 には受 け入 れ られ ない人間 であ り

なが ら必死 にな って生 きてゆ こ うとす る姿 が読者 の胸 を うっ。Blanche

に して もWillyに して も読者 に とっては,同 情 す る人物以 外何者 で もな

い。 いずれ も現 代社会 を舞台 背景 に もちな が ら,主 人公 を悲 劇 に描 いて

い る。そ の うらに は現代 社会 の皮肉 が感 じとれ る。 しか しMillerとWil・
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liamsが 描 いて い る人間の あ るべ き姿 は非常 に異 な って い る。Williams

の方 は社会 の波 に お し流 されず,型 には まる ことの ない人 間 人間 の

sexや 酒 な どを欲 す る本来 の姿 を理 想 として い るので はな いだ ろ うか。

一方
,Millerは1)eathofaSalesmanか ら読 み とれ る よ うに,だ んだ ん

資 本主義化 され て ぎたア メ リカにお いて人間間 のつ なが りは金銭的 利害

関 係 とな る。Willyの よ うに人 を愛 し愛 され る ことを,ま た頭 よ り腕 力 を

重 視 す る人 間 こ そ,人 間 ら し い 人 間 と して い るの で は な い だ ろ う

か。Willyは 絶 えず夢 をも ってい る。自分 に対 して も,息 子 た ちに対 して

も,い つ も夢 だけ は もって いる。Millerは この よ うな人間 こそ人 間 のあ

るべ き姿 と同時 に現代 人 に欠 けて いる点 としてい る。

また,作 品全体 か ら受 け るイメージを比較 してみ る と,Williamsの 作

品はgrotesqueな 感 じがす る。 それ はゆが んだsex描 写 か ら くるのか

もしれ ない。愛情 よ り性欲 が先だ ったsexで あ る。AStreetcarNamed

DesireのBlancheに お いて は特 にそれ を感 じさせ る。性 欲 のみ のsex

とい うもの は読者 に不快 感を もた らす。 このゆが んだsexこ そWil-

1iamsの 描 く現代社会 を秩 序 づけて い る世俗 的暴力 に妥協 で きず に孤 立

した異端者 の逃 げ道 なので ある。 これ に対 してMillerの 作 品に おい て

はsex描 写 が ほ とん どみ られ ない。Williamsの よ うな野 性 的人 間臭 は

ない。彼 の作 品がWilliamsの 作 品 よ りか た さを感 じるの は,彼 が 人間 自

体 よ りも社会 を重視 して いるか らだろ う。Williamsは 下 町 を舞 台 とし,

セ リフも下品 で乱暴 な言葉使 い に した り,登 場人物 の服装 に して もみだ

らな恰好 で登 場 させて いる。 この よ うな雰 囲気 を前提 としてい るので,

なお い っそ うMillerの よ うなか た さは ない。Millerの 場 合,あ くまで も

個人 と社 会 を結 びつ け,社 会を たえず意識 して生 ぎてい る人間 を描い て

い る。

Millerの 人 生 観 は,彼 の書 いた ラジオ放送劇"ThePussycatandthe

ExpertPlumberWhoWasaMan"(1941)に で て くる猫Tomの 言 葉

を借 りて表 われ て い る。「……人間 が死 のつ ぎに もっ とも恐 れ るただ1っ

の ことは,評 判 を落 す こ とです。 み な さん,人 間 は自分 は悪者 だ と思 っ

25



て い ます。そ して 自分 を尊敬 で きるよ うに なるただ1つ の方法 は
,ほ か

の人たちにす て きな人 だ と言 って もら うことです
。」この言葉 は正 に現代

人 その ものを さしてい る よ うで あ る。Millerの 全 作 品の基盤 は ,演 劇 が

扱 うべ き最 も正 当な,最 も実 の 多い主題 は,人 間が社会 と一体 に なろ う

とけ んめいに努 力す る姿 を示 そ うとす る試 み であ る。Millerに はWil-

1iamsと 違 って確 固た る社会的基盤 があ る。

文体 の点 か らみ る とWilliamsはMillerと 違 って大変凝 ってい る。い

か に もよごれた現代 口語 の文章 の よ うに見せ なが ら,音 の ひび きや語 句

の イメージのつ らな り,大 げ さな言 い まわ し,た たみ かけの技法 な どは
,

と ぎに は散文 詩 を思 わせ,そ れ が作 品の抒 情性 を高 め る のに大 い に役

立 ってい る。

MillerもWilliamsも 同 じよ うに現代 社会 の矛盾 ・不 合理 の重圧 の

下 にあ えぐ個人 の生 き方,そ のfrustrationを 追 究 してい るが
,こ の2人

の相違 点 を要 約 して述べ るな らば,一 方 のMillerが あ くまで も社 会的

道義 的 な視点 か らrealism演 劇 の地 盤で これ を描 こ うと してい るの に

反 して,Williamsの 方 は どち らか と言 えば,閉 鎖的詩 人的 な筆 で個人 の

内面 のゆがみ を象微 的抒 情的 に歌 いあげ る とい うところで あ る。 つ ま り

MiUerは 社 会 とい うめ がねで個人 をみて い るが
,Williamsは そ の反対

で個 人 とい うめがね か ら社会 をみ てい ると言 って も言 いす ぎでは ないだ

ろ う。


